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連続圧縮成形などのプレス成形に適用

できる NCF 新製品のご紹介 

SHINDO 産業資材事業 

 

Fig. 1 熱可塑性樹脂層を NCF 層間に挿入して一体

化 

概要 

弊社の NCF 製品は主に航空宇宙・船舶・土木補修

補強などの分野において様々な製品に適用いただ

いてまいりました。本製品は熱可塑性樹脂不織布

またはフィルムを NCF の任意の層に挿入して一体

化された基材構成を有しており、弊社の長年培わ

れた基材加工技術で可能になった新規の NCF 材料

です。強化繊維である NCF と樹脂層がドライの状

態で一体化されたという特徴的な構成により、予

め熱可塑性樹脂が含浸されたプリプレグに比べて

変形しやすく成形型への賦形性が良いことに加

え、樹脂を別途投入する必要がなく、材料をその

まま積層して加熱加圧することで成形品を得るこ

とが可能です。弊社の柔軟な材料調達機能によっ

て実現できる幅広い選択肢の中からの材料選定に

加え、これまでに培った NCF の知見を生かした材

料設計など、お客様のご要望に応じた製品ご提供

します。 

著者 

笠川 英寿 

開発部リーダー 

 

土屋 芳信 
開発部次長 

 

 

会社概要 
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いった機能性基材を自社製品として

取り扱っております。 
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特徴 

本製品の特徴は大きく分けて４点ありま

す。１つ目は設計自由度、２つ目はドレー

プ性の付与、３つ目は成形工程の省力化、

４つ目は安定した品質の成形品を得られる

ことです（Fig.2）。 

設計自由度に関しては、材料選定、積層構

成、ステッチの設計といった仕様に対する

柔軟性が挙げられます。また、強化繊維を

タテ・ヨコに配向させることはもちろん、

斜め方向に配向させた基材を連続的に製造

することができ、お客様のご要望に応じた

製品のご提案が可能です。 

ドレープ性の付与としては基材の強化繊維

や樹脂の選定、目付の設計、積層構成、ス

テッチ条件の設計により材料の変形を容易

にさせることや、逆に荷重に対して形状安

定を実現できる材料に調整することができ

ます。引張特性の概要図を示した S-S 線図

（Fig.3）のとおり、Fig.3 で本製品が属する

NCF-Resinply という材料は NCF のように変形

しやすくドレープ性を持たせることはもち

ろん、NCF プリプレグのように変形しにくい

材料にすることもできます。 

成形工程の省力化については積層工程にお

いて、一般的な NCF のように樹脂層を別途

積層、または注入する必要がなく、裁断し

たものをそのまま積層して加熱加圧するこ

とで成形品を得ることができます。Fig.4 に

示すように一方向配向材料や NCF を別途用

意した樹脂フィルムを積層することに比べ

て積層時間を 40～60%短縮することができ

ます。 

安定した品質の成形品が得られることにつ

いて、NCF-Resinply はステッチ糸により強化

繊維である NCF と樹脂層が一体化された材

料であるため、加熱加圧した際の樹脂流動

FIGURES 

 

Fig.2 製品の特長 

 

Fig.3 材料の S-S 線図 

 

Fig.4 積層時間の短縮効果 
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による強化繊維の配向の乱れが最小限に抑

えることで繊維配向精度を高めることでき

ます。これにより、成形品は設計者が意図

した通りの強度や剛性をはじめとした各種

物性を実現することが可能となります。 

 

設計自由度 

弊社の NCF-Resinply は幅広いお客様のご要望

に応えるべく、以下のような設計が可能で

す。 

◆強化繊維               

炭素繊維、ガラス繊維、アラミド繊維、等 

◆熱可塑性樹脂             

樹脂の種類：PA, PE, PP, PET 等       

樹脂の形態：不織布またはフィルム 

◆目付                 

NCF の層目付：75～300g/m2        

熱可塑性樹脂目付：合計 20～400g/m2 

◆層構成                  

NCF 配向角度：+30°～90°, -30°～90°, 

0° 

熱可塑性樹脂層の挿入：任意の層に挿入可

能（但し補強繊維で 0°挿入する場合は 0°

の上層には挿入不可。） 

◆ステッチ糸                   

PET, PA, PEI, GF 等 

◆ステッチの設計             

ステッチ組織、ステッチ長、ステッチピッ

チをお客様のご使用目的など要求に応じて

変可能。 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.5 材料の設計について 
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使用用途 

連続成形工程適用の観点から、同一断面形

状の成形品を連続的に生産する材料として

検討されています（Fig.6）。その一方で、３

次元曲面形状を成形する材料としても適用

することは可能です。 

また材料の設計によって、要求される機械

的特性や、耐衝撃性、低吸水性、耐熱性な

どの物理特性を持たせることができること

から、様々な分野から注目されています。

NCF-Resinply は強化繊維を連続繊維の状態で

構成することができるため、強度発現率が

高く、マトリックスである樹脂層として熱

可塑性樹脂を使用しているため、成形サイ

クルを速くすること、また成形品の高靭性

化が可能です。航空宇宙分野や自動車分野

などで強度や剛性といった物性と耐衝撃

性、並びにコストバランスが求められる部

品への適用が今後期待されます。また NCF-

Resinply の耐腐食性が高いことを応用し、排

水パイプなど地中に埋設する管状の構造物

において、樹脂のみの構成では強度や剛性

が足りないものや、金属製またはコンクリ

ート製で腐食が起こり耐久性に不安がある

ものとの代替材料としての適用も検討が進

められています。 

 

弊社の NCF-Resinply について、多種多様なお

客様の課題解決にご活用いただけるよう、

お客様のご要望に応じた製品をご提案いた

します。ご不明な点、ご要望などありまし

たら弊社担当者までご連絡ください。 

FIGURES 

 

Fig.6 同一断面形状の賦形例 

 

 

Fig.7 代表的な材料の仕様例 

 

 

 

 

 

 

 


